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総
合
計
画
と
は
、
自
治
体
の
総
合
的
な
計

画
の
こ
と
で
、
行
政
計
画
の
中
で
最
も
上
位

に
位
置
し
ま
す
。
市
の
事
業
は
、こ
れ
に
沿
っ

て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
の
指
針
と
な
り
ま
す
。

こ
の
総
合
計
画
は
、
大
き
く
分
け
て
基
本

構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
（
次
ペ
ー
ジ
の
図
参
照
）。

そ
の
策
定
に
向
け
て
、
市
民
で
組
織
す
る

「
夢
・
未
来
懇
談
会
」
や
総
合
計
画
審
議
会
で
、

可
児
市
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い

を
重
ね
た
結
果
、
基
本
構
想
の
中
間
案
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。

可
児
市
第
四
次
総
合
計
画

総
合
計
画
と
基
本
構
想

総合計画審議会の様子

基本構想中間案の
あらまし

基
本
構
想
の
中
間
案 

ま
と
ま
る

市
は
、
23
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
四
次
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
今
後
目
指
す
ま
ち
の
将
来
像
な
ど
を
定
め
る
基
本
構
想
の
中
間
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

人 つながる可児人 つながる可児

１
．「
人
権
尊
重
」
の
視
点

２
．「
環
境
配
慮
」
の
視
点

３
．「
参
画
と
協
働
」
の
視
点

４
．「
都
市
経
営
」
の
視
点

まちづくりの
重要な視点

１　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
活
性
化
し
、
地
域
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

２　

誰
も
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
共
助
の
社
会
を
つ
く
る（
地
域
福
祉
）

３　

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
を
整
え
る
（
児
童
福
祉
）

４　

高
齢
者
が
元
気
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
高
齢

者
福
祉
・
介
護
保
険
）

５　

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
の
中
で
自
立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
を
つ
く
る
（
障
が
い
者
福
祉
）

６　

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
り
元
気
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
（
保
健
・
医
療
）

７　

安
定
し
た
市
民
生
活
を
確
保
す
る
（
社
会
保
障
）

８　

地
域
の
防
災
力
を
高
め
る
（
消
防
・
防
災
）

９　

安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
（
防
犯
・
交
通
安
全
）

10　

多
様
な
文
化
や
習
慣
を
持
つ
人
が
共
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
つ
く

る
（
多
文
化
共
生
）

11　

誰
も
が
等
し
く
社
会
に
参
画
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
人
権
・
男
女
共
同
参
画
）

１　

子
ど
も
を
健
や
か
に
育
む
幼
児
教
育
・
学
校
教
育
の
充
実
（
子

ど
も
の
教
育
）

２　

家
庭
・
地
域
で
子
ど
も
を
見
守
り
、
育
て
る
（
社
会
教
育
）

３　

誰
も
が
い
つ
で
も
学
べ
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
生
涯
学
習
）

４　

誰
も
が
い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
ま
ち
を
つ
く
る
（
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
）

５　

歴
史
や
文
化
、芸
術
に
親
し
め
る
ま
ち
を
つ
く
る（
文
化
・
芸
術
）

（まちづくりの基本目標２）
多世代がふれあい、地域で
育む心豊かな人づくり

（まちづくりの基本目標１）
地域で支えあい、誰もが安
心して暮らせるまち

ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
視
点

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で
、

大
切
に
し
た
い
４
つ
の
事
を
、
ま
ち
づ
く
り

の
重
要
な
視
点
と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

1
．「
人
権
尊
重
」
の
視
点

市
民
が
お
互
い
を
認
め
尊
重
す
る
「
人
権

尊
重
」
を
基
本
と
し
、
お
互
い
を
信
頼
し
思

い
や
り
な
が
ら
、
地
域
で
の
つ
な
が
り
や
支

え
合
い
を
大
切
に
し
ま
す
。

2
．「
環
境
配
慮
」
の
視
点

低
炭
素
社
会
、
循
環
型
社
会
、
自
然
共
生

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

3
．「
参
画
と
協
働
」
の
視
点

多
様
な
主
体
（
市
民
、
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

事
業
者
な
ど
）
と
行
政
が
、
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
、
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

し
、
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
創
意
工
夫
し
て

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

4
．「
都
市
経
営
」
の
視
点

市
民
の
暮
ら
し
や
す
さ
と
ま
ち
の
魅
力
を

高
め
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
、
限
ら

れ
た
財
源
と
地
域
資
源
な
ど
を
有
効
に
活
用

し
、
中
長
期
的
な
視
点
か
ら
計
画
的
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
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６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、
地
域
懇
談
会

や
各
種
団
体
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
多
く
の

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
そ
れ
を
基

に
、
基
本
構
想
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
予
定

より住みよい可児を目指して…より住みよい可児を目指して…

可児市第四次総合計画

輝く人とまち輝く人とまちまちの将来像

基本構想で定めたまちの将来像を実
現するため、重点的な取り組みや、
基本的な施策と主要事業を明らかに
するもの

基本計画に定めた施策を限られた財
源の中で効果的に実施するため、具
体的な事業を明らかにするもの

基本構想まちの将来像を定め、まちづくりの
基本的な方向を明らかにするもの

実施計画

基本計画

総合計画の構成

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
実
現
の
た
め
に

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
を
実
現
す
る
た

め
、
主
に
市
役
所
が
組
織
を
挙
げ
て
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
い

ま
す
。

①
多
様
な
主
体
が
元
気
な
参
画
と
協
働
の
ま

ち
づ
く
り

・ 

情
報
共
有
を
進
め
る

・ 

活
動
の
支
援
や
交
流
・
連
携
の
場
づ
く
り

を
進
め
る

・ 

地
域
協
働
を
推
進
す
る

・ 

新
し
い
公
共
空
間
の
形
成
に
取
り
組
む

②
効
果
的
な
自
治
体
運
営
に
よ
る
健
全
で
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

・ 

効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

・ 

施
策
の
着
実
な
実
施
と
継
続
的
な
改
善
を

行
う

・ 

計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

・ 

財
政
の
健
全
化
を
進
め
る

※
4
Ｒ
：
リ
フ
ュ
ー
ズ（
ご
み
に
な
る
も
の
の
拒
絶
）、

リ
デ
ュ
ー
ス
（
減
量
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
利
用
）、

リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
の
こ
と

ま
ち
の
将
来
像

「
人
を
大
切
に
す
る
こ
と
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
も
が

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
、
ま
た
、

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
ま
ち

づ
く
り
を
担
う
人
材
を
育
て
る
な
ど
、
人
を

大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

１　

災
害
防
止
対
策
を
進
め
る
（
災
害
防
止
）

２　

適
正
な
土
地
利
用
と
市
民
が
愛
着
を
感
じ
る
地
区
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
（
市
街
地
整
備
・
地
区
ま
ち
づ
く
り
）

３　

安
全
に
暮
ら
せ
る
良
好
な
住
環
境
を
整
え
る
（
住
宅
・
住
環
境

の
整
備
）

４　

安
全
で
人
に
優
し
い
道
路
網
を
整
え
る
（
道
路
網
）

５　

誰
も
が
移
動
し
や
す
い
公
共
交
通
の
維
持
充
実
を
図
る
（
公
共

交
通
）

６　

安
全
・
安
心
な
水
道
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
（
上
水
道
）

７　

適
正
な
生
活
排
水
処
理
を
進
め
る
（
下
水
道
）

（まちづくりの基本目標５）
安全で快適に暮らせる住み
よいまち

１　

持
続
可
能
な
農
林
業
の
し
く
み
を
つ
く
る
（
農
林
業
）

２　

地
域
の
産
業
を
伸
ば
す
（
商
工
業
）

３　

地
域
資
源
を
活
か
し
、人
が
集
う
観
光
と
交
流
を
進
め
る
（
観
光
交
流
）

４　

雇
用
を
確
保
し
、
働
く
環
境
を
整
え
る
（
雇
用
）

（まちづくりの基本目標４）
人が集い、地域が元気なまち

１　

地
球
に
優
し
い
低
炭
素
社
会
を
つ
く
る
（
地
球
温
暖
化
対
策
）

２　

４
Ｒ
の
推
進
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る（
循
環
型
社
会
）

３　

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
守
り
、
共
生
す
る
社
会
を
つ
く
る
（
環
境

保
全
対
策
）

４　

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
都
市
空
間
を
つ
く
る
（
公
園
緑
地
・
都
市
緑

化
・
河
川
）

５　

愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
良
好
な
景
観
形
成
を
進
め
る
（
景
観
）

（まちづくりの基本目標３）
ふるさとの環境を守り、うる
おいとやすらぎのあるまち

※

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
と
施
策

ま
ち
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
５
つ

の
基
本
目
標
（
政
策
）
に
基
づ
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

問
合
先　

総
合
政
策
課　

3　広報かに  2010.9.1



実
験
期
間
中
、
従
来
の
さ
つ

き
バ
ス
清
水
ケ
丘
西
可
児
線
・
西

可
児
姫
治
線
・
羽
崎
久
々
利
線
を

運
休
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の

バ
ス
停
は
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

若
葉
台
地
区

■
若
葉
台
口ぐ

ち

・
若
葉
台
中
央

西
部
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

緑
ケ
丘
地
区

■
緑
ケ
丘
口ぐ

ち

・
２
丁
目
・
３
丁
目

緑
ケ
丘
２
丁
目
・
３
丁
目
か
ら

東
部
線
を
ご
利
用
い
た
だ
く
か
、

福
寿
苑
か
ら
「
電
話
で
予
約
バ
ス
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

広
見（
乗
里
・
村
木
）地
区

■
乗
里
大
橋

鳥
屋
場
橋
西
（
さ
つ
き
バ
ス
）、

ヨ
シ
ヅ
ヤ
・
総
合
保
健
セ
ン
タ
ー

（
電
話
で
予
約
バ
ス
）
な
ど
、
お

近
く
の
バ
ス
停
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

■
桜
町

中
央
通
り
（
さ
つ
き
バ
ス
）、

バ
ロ
ー
広
見
店
（
電
話
で
予
約
バ

ス
）
な
ど
、
お
近
く
の
バ
ス
停
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
帷
子（
中
切･

古
瀬
）地
区

■
薬
王
寺
〜
古
瀬

虹
ケ
丘
坂
戸
線
が
代
替
運
行

し
、
ダ
イ
ヤ
が
変
わ
り
ま
す
。

「
電
話
で
予
約
バ
ス
」と
は

全
て
の
バ
ス
停
を
巡
回
せ
ず
、

事
前
に
予
約
の
あ
っ
た
バ
ス
停
の

み
を
運
行
す
る
仕
組
み
で
す
。

利
用
方
法

①
電
話
で
予
約
す
る

乗
り
た
い
便
が
動
き
始
め
る
時

刻
の
30
分
前
ま
で
に
予
約
の
電
話

を
し
て
く
だ
さ
い
。

予
約
先　

☎
62
０
１
５
２

②
バ
ス
停
へ
行
く

予
約
時
刻
が
近
づ
い
た
ら
時
間

に
余
裕
を
持
っ
て
バ
ス
停
へ
出
か

け
ま
し
ょ
う
。

運　
　

賃

大
人
（
中
学
生
以
上
）
は
１
乗

車
３
０
０
円
で
す
。
障
が
い
者
・

小
学
生
は
１
乗
車
１
５
０
円
、
乳

児
・
幼
児
は
無
料
で
す
。

※
10
月
中
は
無
料
で
す
。

利
用
状
況

４
月
か
ら
今
渡
・
川
合
・
土
田

地
区
で
運
行
を
始
め
ま
し
た
。
便

数
と
運
行
日
数
を
見
直
し
た
結

果
、
従
来
の
さ
つ
き
バ
ス
と
比
べ
、

利
用
者
数
が
前
年
比
１
５
０
％
と

な
り
、
経
費
の
削
減
も
で
き
ま
し

た
。

停留所 10月２日からの新ダイヤ
西可児駅 10:16 12:16 16:11
薬王寺 10:18 12:18 16:13
古瀬 10:19 12:19 16:14

古瀬公民館 10:20 12:20 16:15
可児やすらぎの森 10:21 12:21 16:16

古瀬 10:23 12:23 16:18
西可児駅 10:25 12:25 16:20

運行曜日は、火・木・土曜日のまま変更しません

春里・姫治地区、羽崎・二野・久々利地区春里・姫治地区、羽崎・二野・久々利地区

市は、４月から今渡・川合・土田地区でデマンド運行方式「電話で予約バス」の運行を始
めました。10月１日から新たに春里・姫治地区と羽崎・二野・久々利地区でも導入に向
けた実験運行を行います。

「電話で予約バス」を実験運行
10月１日から23年３月31日まで

実験期間中、従来のさつきバス清水ケ丘西
可児線・西可児姫治線は運休します。

実験期間中、従来のさつきバス羽崎
久々利線は運休します。

羽崎・二野・久々利地区
（運行は火・木・土曜日）
実験期間中のバス停留所一覧

春里・姫治地区
（運行は月・水・金曜日）
実験期間中のバス停留所一覧

1 可児駅
2 総合保健センター
11 図書館
12 市役所
10 広見5丁目
9 ゆとりピア
8 藤掛病院
7 可児郵便局
6 濃成病院
5 東可児病院
4 バロー広見店
3 ヨシヅヤ
201 姫橋
202 兼杖クラブ
203 下切下公民館
204 Lポート可児
205 河原公民館
206 アルバトロス
207 味由貴壮
208 宮坂
209 宮前
210 八幡神社南
211 山寺公民館
212 みずきケ丘1丁目
213 みずきケ丘2丁目・4丁目
214 姫ケ丘4丁目
215 北姫ニュータウン
216 姫治公民館
217 姫治公民館分館
218 旭
219 下切駅
220 信和工業

221 北野
222 今北
223 東野組集会所
224 立野
225 今老人憩いの家
226 今公民館
227 塩河東山
228 塩河東山公民館
229 春里苑
230 清水ケ丘大公園
231 清水ケ丘1丁目
232 清水ケ丘6丁目
233 清水ケ丘南
234 清水ケ丘公民館
235 新田北
236 新田公民館
237 大畑
238 丸山集会所
239 ささゆりクリーンパーク
240 塩河公園
241 稲葉
242 西川集会所
243 塩河公民館
244 西洞
245 室原東
246 室原
247 室原公民館
248 グリンデルワルト
249 長洞
250 長洞公民館
251 長洞下
252 コーヒーマッシィ

253 矢戸大善坊
254 矢戸西側
255 春里公民館
256 下矢戸集会所
257 下矢戸
258 春里小学校
259 つつじケ丘
260 横市
261 横市弘法堂
262 横市集会所
263 美里ケ丘
264 日本ランド
265 坂戸台
266 総合運動場
267 谷迫間公民館
268 谷迫間
269 坂戸公民館
270 総合運動場入口
67 可児川苑
271 春里郵便局
272 塩公民館
273 打越
274 西可児駅
275 甘露寺
276 塩・上
64 岐阜社会保険病院

102 中部中学校

103 羽崎一番地公民館

104 羽崎二番地

105 羽崎二番地公民館

106 羽崎三番地

107 羽崎二野公民館

108 福寿苑

109 平牧公民館

110 平牧橋

111 河原屋敷組公民館

112 古井組公民館

113 二野上組

114 二野橋

115 高木建築板金

116 喫茶ぽすと

117 羽崎四番地

118 酒井

119 緑の丘

120 花フェスタ記念公園

121 我田口

122 我田公民館

1 可児駅

2 総合保健センター

3 ヨシヅヤ

4 バロー広見店

5 東可児病院

11 図書館

12 市役所

10 広見5丁目

9 ゆとりピア

8 藤掛病院

7 可児郵便局

6 濃成病院

101 伊川

123 我田

124 原見公民館

125 八幡前

126 柿下四号

127 柿下公民館

128 泳南町クラブ

129 久々利

130 久々利公民館

131 円明寺

132 丸山公民館

133 大萱公民館

134 大平公民館

おおよその発着時刻
　（ABCのすべてを通過する場合）
【往路】可児駅発・大平公民館着
　A 毎時00分～10分　　B 毎時10分～20分
　C 毎時20分～30分
【復路】大平公民館発・可児駅着 
　C 毎時30分～40分　　B 毎時40分～50分
　A 毎時50分～00分

おおよその発着時刻
　（ABCDのすべてを通過する場合）
【往路】可児駅発・岐阜社会保険病院着
　A 毎時00分～10分　　B 毎時10分～20分
　C 毎時20分～30分　　D 毎時30分～45分
【復路】岐阜社会保険病院発・可児駅着 
　D 毎時15分～30分　　C 毎時30分～40分
　B 毎時40分～50分　　A 毎時50分～00分

午前８時～午後４時の
毎時00分出発

午前８時～午後４時の
毎時30分出発

午前８時～午後４時の
毎時00分出発

午前８時～午後４時の
毎時15分出発

可児駅で乗車し、可児川
苑まで行く場合で、B・
Cに予約がない時は直接
向かいます。そのため、
右の発着時刻と異なるこ
とがあります。

例えば…

問
合
先　
総
合
政
策
課　

　兼山線がラスパ御嵩へ立ち寄る
ルートに変わります。
　ぜひご利用ください。
●開始日　10月２日（土）
●運行曜日　火・木・土曜日

さつきバス（兼山線）が
ラスパ御嵩へ運行!!

D

A

BC

C

A

B
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日
ご
ろ
の
備
え
は
・
・
・

○
寝
室
に
倒
れ
そ
う
な
家
具
を
置
か
な
い

○
家
具
の
固
定
や
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル

ム
を
貼
る

○
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備
す
る
（
お
む
つ

や
ミ
ル
ク
、
薬
も
準
備
）

○
水
や
食
料
を
備
蓄
す
る
（
水
は
１
人
１
日

３
リ
ッ
ト
ル
、
３
日
分
が
目
安
）

○
避
難
場
所
を
家
族
で
話
し
合
っ
て
お
く

情
報
収
集
は
・
・
・

災
害
の
時
は
正
確
な
情
報
が
何
よ
り
大
切

で
す
。
台
風
な
ど
の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
集

め
ま
し
ょ
う
。

地
域
の
絆　

自
主
防
災
組
織

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
す
ぐ
に

助
け
に
行
け
る
の
は
、
隣
近
所
の
人
た
ち
で

す
。
自
主
防
災
組
織
で
役
割
を
決
め
て
お
き
、

訓
練
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の

地
域
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
に
は
次
の
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

○
自
主
防
災
組
織
設
立
奨
励
金

○
自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金

○
防
災
施
設
整
備
補
助
金

消
防
団
の
活
動

７
月
15
日
に
発
生
し
た
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
で
、
消
防
団
は
避
難
誘
導
・
交
通
規
制
・

土
の
う
積
み
・
排
水
作
業
な
ど
、
地
域
で
活

躍
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
土
田
の
市
道
冠
水

現
場
に
集
結
し
て
排
水
作
業
に
あ
た
り
ま
し

た
。ま

た
、
16
日
か
ら
５
日
間
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
を
行
い
ま
し
た
。

問
合
先　

防
災
安
全
課　

申
込
・
問
合
先　

建
築
指
導
課　

市
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業
と
耐
震

補
強
工
事
費
補
助
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

も
し
も
の
地
震
に
備
え
て
対
策
を
し
ま
し
ょ

う
。

各
事
業
申
込
共
通
要
件

○
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
着
工
さ

れ
た
建
物

○
市
内
に
あ
る
建
物
の
所
有
者
で
市
税
を
滞

納
し
て
い
な
い
人

木
造
住
宅
耐
震
診
断
事
業

費
用　
無
料

申
込
要
件　

○
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
（
店

舗
等
併
用
住
宅
は
延
べ
面
積
の
半
分
以
上

が
住
宅
用
）
で
あ
る
こ
と

○
在
来
軸
組
工
法
、
伝
統
的
構
法
又
は
枠
組

壁
工
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助
事
業

申
込
要
件　
○
過
去
に
市
の
補
助
を
受
け
て

耐
震
診
断
を
実
施
し
た
住
宅
お
よ
び
木
造

住
宅
耐
震
診
断
事
業
で
耐
震
診
断
を
受
け

た
住
宅
で
あ
る
こ
と

○
岐
阜
県
木
造
住
宅
耐
震
相
談
士
が
設
計
お

よ
び
工
事
監
理
を
行
っ
て
い
る
こ
と

補
助
額　
最
大
84
万
円　

(

補
助
率
70
％)

※
そ
の
ほ
か
に
も
詳

細
な
要
件
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

大
き
な
傷
跡
を
残
し
た
７
月
の
集
中
豪
雨
。
そ
し
て
、
東
海
地
震
は
い
つ

起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
」
と
い
う
心
構
え
で
、
我
が
家
の
防
災
対
策

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

●防災無線

　（電話で確認もできます  ☎621548）

●ケーブルテレビ可児の字幕放送やテレ

ビのデータ放送

●市ホームページの「防災情報」

●緊急地震速報（携帯電話によっては受

信できるものがあります）

●災害時緊急メール・不審者（防犯）情

報メール（登録者）

 http://www.anshin-bousai.net/kani/

●ぎふ土砂災害警戒情報ポータル

　http://alert.sabo.pref.gifu.lg.jp/h

災害情報を収集する方法

夜を徹して市道の排水作業をする消防団

避難所

住
宅
に
耐
震
対
策
を

住
宅
に
耐
震
対
策
を

災
害
に
備
え
て

自
分
を
、家
族
を
、地
域
を
守
る
た
め
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住
宅
に
耐
震
対
策
を

ケ
、
各
種
ド
リ
ン
ク
な
ど

イ
ベ
ン
ト

・
広
場
を
使
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト

営
業
時
間
は
？

午
前
９
時
〜
午
後
８
時
で
す
（
駐

車
場
、
ト
イ
レ
、
公
衆
電
話
は
24
時

間
利
用
可
能
）。

い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の
？

可
児
ッ
テ「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
」は
、

９
月
18
日
（
土
）
に
開
駅
式
を
行
い
、

正
式
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ま
た
、
17
日
（
金
）
に
は
、
午
後

１
時
か
ら
竣
工
式
を
行
っ
た
後
、
プ

レ
オ
ー
プ
ン
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

問
合
先　
商
工
観
光
課　

ど
こ
に
で
き
た
の
？

場
所
は
、
国
道
21
号
線
「
可
児
御

嵩
Ｉ
Ｃ
東
」
交
差
点
の
南
側
で
す
。

何
が
あ
る
の
？

特
産
品
の
販
売

・ 

地
域
の
農
産
物

・ 

地
域
の
特
産
加
工
品
（
調
味
料
や

惣
菜
、
お
菓
子
な
ど
）

・ 

切
り
花
や
花
の
苗
な
ど

飲
食
コ
ー
ナ
ー

・
モ
ー
ニ
ン
グ
バ
イ
キ
ン
グ

・
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
（
パ
ス
タ
・
ピ

ザ
・
カ
レ
ー
・
オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど

の
メ
ニ
ュ
ー
と
、
地
元
で
採
れ
た

野
菜
を
使
っ
た
サ
ラ
ダ
・
惣
菜
・

飲
み
物
の
バ
イ
キ
ン
グ
）

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
（
持
ち
帰
り
）

・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、
飛
騨
牛
コ
ロ
ッ

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
施
設

③
地
域
の
連
携
機
能　

地
域
同
士
が

手
を
結
び
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
を
行
う
た
め
の
施
設

※
な
お
、
可
児
ッ
テ
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｔ

Ｔ
Ｅ
」
の
運
営
は
、
市
が
出
資
す

る「
可
児
道
の
駅
㈱
」が
行
い
ま
す
。

道
の
駅
っ
て
ど
ん
な
施
設
？

道
の
駅
に
は
、
大
き
く
３
つ
の
機

能
が
あ
り
ま
す
。

①
休
憩
機
能　

道
路
を
利
用
す
る
人

が
、
休
憩
す
る
た
め
の
施
設

②
情
報
発
信
機
能　

沿
線
地
域
の
文

化
や
歴
史
、
特
産
品
を
活
用
し
た

期日　９月 18日（土）
時間　午前８時 30分～
内容　道の駅「登録証」の交付、太鼓の演奏、
　　　テープカット
※ 18日～ 20日（月・祝）は、「グランドオー
プンイベント」として、さまざまな催しを
行います。

「開駅式」のご案内

東海環状自動車道の可児御嵩インターチェンジから東へ 600メートル。
その場所に、道の駅「可児ッテ」が９月18日（土）、オープンします。

9月18日にオープン
道の駅　可児ッテ「ＣＡＮＩＴＴＥ」

可児御嵩ＩＣ
東
海
環
状
自
動
車
道

国道21号線

可児御嵩Ｉ.Ｃ

可児ッテ

可児御嵩Ｉ.Ｃ東至 

今
渡

至 

御
嵩
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※
「
統
計
法
」
や
「
国
勢
調
査
令
」
で
、
回

答
の
義
務
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

か
た
り
調
査
に
ご
用
心
！

調
査
員
は
、
左
写
真
の
よ
う
な
調
査
員
証

　

国
勢
調
査
っ
て
？

国
勢
調
査
は
、
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
国
の
最
も
重
要
な
調
査
の
こ
と

で
、「
国
や
都
道
府
県
、
市
区
町
村
の
施
策

を
支
え
る
土
台
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
全
て
の
人
（
外

国
人
も
含
む
）
を
対
象
と
す
る
、
非
常
に
大

規
模
な
調
査
で
す
。

　

調
査
は
何
に
利
用
す
る
の
？

調
査
の
結
果
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
密
接

に
関
連
し
ま
す
。
例
え
ば
、
昼
間
の
人
口
や

住
宅
の
建
て
方
は
、
消
防
設
備
や
避
難
地
区

の
設
定
な
ど
の
防
災
対
策
を
行
う
参
考
資
料

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
国
勢
調
査
の
年
齢
別

人
口
は
、
保
育
所
・
公
園
の
整
備
、
今
後
の

年
金
や
医
療
費
の
負
担
・
給
付
を
決
定
す
る

参
考
資
料
と
な
り
ま
す
。

一
人
一
人
が
正
し
く
回
答
し
て
調
査
票
を

提
出
し
な
い
と
、
私
た
ち
の
身
近
な
「
行
政

施
策
」
や
「
将
来
計
画
」
が
誤
っ
た
方
向
に

向
か
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

正
確
に
回
答
し
ま
し
ょ
う
。

な
ど
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
が
確

認
で
き
な
い
場
合
は
、「
か
た
り
調
査
」
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
氏
名
等
を
す
ぐ
に
は

答
え
ず
、
市
総
合
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

個
人
情
報
は
大
丈
夫
？

調
査
員
に
は
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

り
、
秘
密
が
外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
今
回
は
調
査
票
を
郵
送
で
提
出

し
て
い
た
だ
く
の
で
、
調
査
内
容
の
確
認
を

行
い
ま
せ
ん
。
ご
近
所
の
人
が
調
査
員
と
し

て
伺
う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
安
心
し
て
ご

回
答
く
だ
さ
い
。

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
の
目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
票
は
、
外
部
に
漏
れ
な

い
よ
う
に
厳
重
に
管
理
し
、
集
計
が
完
了
し

た
後
に
は
完
全
に
溶
か
し
、
再
生
紙
と
し
て

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

調
査
の
日
程

９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
伺
い
ま
す

２
０
１
０
国
勢
調
査

今
年
の
10
月
１
日
を
期
日
と
し
て
、
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
員
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

９
月
中
旬
に
、
調
査
員
が
「
調
査
に
つ
い

て
の
お
知
ら
せ
」
を
配
布
し
ま
す
。

９
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
調
査
票
の
配
布

と
記
入
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

（
数
回
お
伺
い
し
て
も
お
会
い
で
き
な
い

場
合
は
、
郵
便
受
け
に
入
れ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

10
月
７
日
ま
で
に
調
査
票
を
記
入
し
、
返

信
用
封
筒
に
入
れ
て
郵
便
ポ
ス
ト
に
投

函
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先　
総
合
政
策
課

調査員のイメージ調査員のイメージ

調査員証
腕章

紙袋
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ご
存
知
で
す
か
？　
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル



調査員のイメージ

　

屋
外
広
告
物
と
は

屋
外
広
告
物
は
、「
常
時
ま
た
は
一
定
の

期
間
継
続
し
て
屋
外
で
公
衆
に
表
示
さ
れ
る

も
の
」
で
す
。
個
人
や
法
人
の
名
称
、
商
品

名
な
ど
の
「
文
字
」
か
ら
、
標
識
や
シ
ン
ボ

ル
マ
ー
ク
な
ど
の
「
記
号
」、
そ
の
内
容
が

営
利
を
目
的
と
し
な
い
も
の
も
含
ま
れ
ま

す
。

　

な
ぜ
ル
ー
ル
が
必
要
な
の

屋
外
広
告
物
は
、
身
近
な
情
報
源
と
し
て

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
ま
ち
に

に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か

し
、
無
秩
序
に
出
さ
れ
る
と
ま
ち
の
美
観
を

損
な
う
こ
と
や
、
思
わ
ぬ
事
故
を
招
く
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
岐
阜
県
は
広
告
物

が
適
正
に
掲
示
さ
れ
る
よ
う
、
屋
外
広
告
物

条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

基
本
ル
ー
ル
そ
の
１

許
可
申
請
の
手
続
き
が
必
要

屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
場
合
は
許
可
申

請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
例
え
ば
、「
の

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？　　
屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

屋
外
広
告
物
の
ル
ー
ル

街
に
活
気
を
も
た
ら
す
屋
外
広
告
物
。
し
か
し
、
危
険
な
設
置
、
迷
惑
な
設
置
、
景
観
を
害
す
る
設
置
な
ど
も
見

ら
れ
ま
す
。
み
ん
な
が
快
適
に
過
ご
せ
る
街
に
す
る
た
め
、
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

ぼ
り
旗
」
や
「
立
て
看
板
」
な
ど
、
設
置
が

容
易
な
屋
外
広
告
物
に
も
許
可
申
請
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
自
己
の
店
舗
な
ど
の
敷
地

内
に
表
示
す
る
場
合
で
、
表
示
面
積
の
合
計

（
複
数
あ
る
と
き
は
全
て
の
合
計
）
が
10
㎡

以
下
で
あ
れ
ば
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

基
本
ル
ー
ル
そ
の
２

表
示
面
積
や
高
さ
に
制
限

屋
外
広
告
物
の
種
類
や
設
置
す
る
場
所
に

よ
っ
て
、
表
示
面
積
や
高
さ
に
制
限
が
あ
り

ま
す
。
設
置
す
る
前
に
、
必
ず
基
準
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

基
本
ル
ー
ル
そ
の
３

岐
阜
県
知
事
の
登
録
が
必
要

屋
外
広
告
業
を
営
む
に
は
専
門
的
な
知
識

や
経
験
な
ど
が
必
要
で
、
知
事
の
登
録
を
受

け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
設
置
を
依
頼
す

る
場
合
は
、
岐
阜
県
登
録
事
業
者
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

基
本
ル
ー
ル
そ
の
４

違
反
屋
外
広
告
物
は
撤
去

電
柱
の
「
は
り
紙
」
や
街
路
樹
の
「
の
ぼ

り
旗
」
な
ど
は
、
条
例
に
違
反
す
る
も
の
で

す
。
市
は
定
期
的
に
巡
回
し
て
違
反
屋
外
広

告
物
を
撤
去
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
民
に

よ
る
協
力
団
体
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
違
反

屋
外
広
告
物
を
発
見
し
た
場
合
は
、
都
市
計

画
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

９
月
10
日
は
屋
外
広
告
物
の
日

ネオン

立看板

●
●

問
合
先　
都
市
計
画
課

9　広報かに  2010.9.1



兼山小学校は、明治５年創立の歴史ある学校です。明治 18

年に竣工したかつての校舎は、南面から見ると二階建て、北面

から見ると三階建てという懸け造りで、学校建築としては珍し

く、現在も「兼山歴史民俗資料館」に利用されています。

「豊かな心と確かな学びを身につけたたくましい子」を教育

目標としています。児童たちは、あいさつ、掃除、合唱・金管

の「３つの宝物」をスローガンとして取り組んでいます。

４年生から６年生までの児童で取り組むマーチングバンド

「R
ラ ン マ ル

ANMARU」は、昨年の９月に行われた岐阜県吹奏楽連盟

が主催する県大会で金賞を受賞し、東海大会に出場するなど、

輝かしい成績を収めています。また、大会に出場するだけでな

く、４月に行われる桜まつりや、秋の兼山公民館まつりなど、

地域の行事にも参加しています。「地域の皆さんに支えられな

がら活動している」その思いを胸に、児童たちは感謝の気持ち

を演奏に込めています。

兼山小学校

11

創　立：明治5年
児童数：74人
所在地：兼山1444-1
電　話：59－ 2211

25

近代文化遺産シリーズ③

　広見銀行

明
治
33
年
に
設
立
さ
れ
た
可
児
銀
行
は
、
広
見
に
本
店

を
置
く
地
方
銀
行
で
し
た
。
し
か
し
、
後
に
買
収
さ
れ
、

経
営
権
は
他
に
移
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
元
可
児
銀
行
頭

取
の
渡
辺
善
十
郎
は
、「
産
業
の
発
展
著
し
い
広
見
に
本

店
を
置
く
銀
行
を
再
び
作
り
た
い
」と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
彼
は
、
廃
業
状
態
に
あ
っ
た
茨
城
県
の
銀
行
の
権

利
を
買
い
取
り
、大
正
５
年
１
月
に
商
号
を
「
広
見
銀
行
」

と
改
め
、
実
質
的
に
新
設
銀
行
と
し
て
営
業
を
開
始
し
ま

し
た
。

広
見
銀
行
は
、そ
の
後
順
調
な
伸
び
を
示
し
ま
し
た
が
、

昭
和
3
年
に
関
市
の
吉き

っ
た田
倉
庫
銀
行
と
合
併
し
、
美
濃
合

同
銀
行
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
15
年
に
は
十
六

銀
行
へ
営
業
権
が
譲
渡
さ
れ
ま
し
た
。

美
濃
合
同
銀
行
広
見
支
店
時
代
の
建
物
は
、
現
在
歯
科

医
院
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

84

旧 広見銀行
（現在歯科医院）

至 市役所

JR可児駅

太
多
線

太
多
線

太
多
線至 

南
消
防
署

至 

南
消
防
署

至 

南
消
防
署

363 ●市立図書館●

【場所】

現在も残る美濃合同銀行広見支店時代の建物

問
合
先　
市
史
編
さ
ん
室

兼山公民館まつりに参加する金管バンド
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－市内に生息する貴重な動植物－

エビネ（ラン科）

その16

高さ40㎝ほどの多年草で、やや湿った林に生育します。葉の間から伸び

た茎に２、３㎝程度の花を８～15個ほど咲かせます。４月～５月ごろに開

花し、がく片は茶褐色～緑褐色で、側
そっかべ ん

花弁、唇
しんべん

弁は白または淡紫色。和名は「海

老根」で、偽
ぎきゅうけい

球茎の形をエビに見立てたものです。山野草としての人気が高く、

過度に採取されたことにより、急激に減少してしまいました。

○環境省レッドリスト：準絶滅危惧
○県レッドデータブック：絶滅危惧Ⅱ類
※生息地については非公表

問合先　環境課

次の皆さんから寄付がありました。
ありがとうございました。（敬称略）

社会福祉に… 
●里山若葉クラブ

●可児市民吹奏楽団

●総本家扇屋　五臓六腑グループ

●しらい歌謡同好会

●美濃加茂市社会福祉協力会

32

憧れの甲子園ではつらつプレー

この夏、阪神甲子園球場で開催された「第 92回全国

高等学校野球選手権大会」に、岐阜県代表として出場し

た土岐商業高等学校。このチームで、２年生ながらレフ

ト（左翼手）のレギュラーとして活躍する早坂君。

野球を始めたのは小学１年生。６年生の夏に土岐商が

出場したのを見て、「自分もこの高校に進学し甲子園出

場を」と決意しました。

岐阜県大会の決勝戦では３塁打を放つなど、思い切り

の良い打撃が持ち味です。「チャンスで１本打ち、チー

ムに貢献し、校歌を歌うことができるように頑張ります」

と話していました。

初戦となった２回戦では、２四死球に加え安打も放つ

など活躍し、甲子園初勝利を飾りました。残念ながら３

回戦で敗れてしまいましたが、来年も再び出場し、より

多くの勝利をつかめるよう、練習に励んでいます。

早
はやさか

坂 駿
しゅん

 君（みずきケ丘・17歳）

甲子園での抱負を笑顔で話す早坂君

11　広報かに  2010.9.1



さまざまな模様に仕上がった自信作を披露する参加者

夏休み親子体験教室「藍の葉っぱで染めよう」が広
見公民館ゆとりピアで開催され、市内在住の親子 12
組 30人が参加しました。
環境について楽しく学んでもらおうと毎年市が主催
しているもので、講師の堀部すみゑさんの指導により、
参加者は、藍の生葉をミキサーにかけた液でハンカチ
やランチョンマットなどを染めました。また、藍の生
葉を布の間に挟んで、金づちで叩いて染める「叩き染
め」も体験しました。

藍の葉っぱで染めたよ７/23

パネルを通して平和の尊さを８/10 ～ 15

楽しく飛行リングを作る親子

中恵土公民館でものづくり教室が開催され、19組
42人の親子が参加しました。
この教室は子どもたちにものづくりの楽しさを学ん
でもらおうと、社団法人発明協会岐阜県支部可児支会
が開催し、今年で 3回目になります。
ＮＰＯ法人生涯学習かにの皆さんの指導を受け、参
加した親子は、板磁石で作る「バタバタとんぼ」、糸
電話と摩擦を応用した「共鳴ガエル」、空気抵抗を利
用した「飛行リング」を製作しました。

ものづくりの楽しさを体験８/13

原爆による悲惨な写真を見る人たち

７/31

夏野菜のスープなどを作る参加者

夏休み親子料理教室が 7月 24日から 8月 27日ま
で公民館など市内 11カ所で行われ、たくさんの親子
が参加しました。この教室は、楽しく食生活を学んで
もらおうと市食生活改善推進協議会の主催で行ってい
ます。
この日、平牧公民館で行われた教室に参加した子ど
もたちは、玉ねぎのみじん切りに涙しながら、盛り付
け、後片付けなどを行いました。

後片付けまでしっかり

広島と長崎に投下された原爆が、人間にどんな危害
を与えたのかをパネルで説明する「原爆と人間展」が、
広見公民館ゆとりピアで開催されました。
今年で 6回目となるこの展示は、原爆による被害
に焦点を当てた写真や被爆者による絵画など約 40枚
のパネルで構成されました。
主催した岐阜県原爆被爆者の会の河原賢三可茂支部
長は、「戦争を体験していない世代の人に、この展示
会を通じて平和の大切さを学んでもらえたら」と語ら
れました。
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【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地 ☎621111
ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

日 窓口日曜窓口
9/5㈰・19㈰・10/3㈰

 時間 午前8時30分～午後5時15分
 場所 市役所庁舎東館（増築棟）、入口は東口
 業務内容 住民票・戸籍の証明書・印鑑証明書・各
種税務証明書の発行、印鑑登録・廃止の手続き、戸
籍の届出の受付、税の支払い、納税相談
※住所変更はできません。（外国人についても同様です）

市は、毎月第 1・3日曜日に、市民課、税務課、収納
課で証明書の発行業務などを行っています。

広

告

広

告

市
健
康
づ
く
り
運
動
普
及
推
進
協
議
会

健
康
講
演
会
を
開
催

第
10
回
中
高
年
の
た
め
の
楽
・
ラ
ク
健
康

教
室
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

９
月
30
日
（
木
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
（
受
け

付
け
は
午
前
９
時
15
分
〜
30
分
）

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

演
題

発
見
！
新
し
い
自
分
に
気
づ
く
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

講
師

南
み
な
み

紫し

津づ

子こ

さ
ん
（
み
な
み
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ラ
ボ
代
表
）

対
象
者

健
康
に
興
味
の
あ
る
人

参
加
費

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

車
椅
子
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

応
援
を
お
願
い
し
ま
す

市
は
、
第
16
回
可
児
市
長
杯
車
椅
子
ツ
イ

ン
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
日
は
、
市
内
中
学
生
が
車
椅
子
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
す
。

日
時

○
９
月
25
日
（
土
）
正
午
〜
午
後
４

時
30
分

○
９
月
26
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
５
時
30
分

場
所

帷
子
公
民
館

参
加
チ
ー
ム

○
25
日
＝
市
内
中
学
校
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

○
26
日
＝
名
古
屋

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
愛
知
）・
岐
阜
エ
ク
ス

プ
レ
ス
（
岐
阜
）・
北
陸
選
抜
（
富
山
）・

信
州
流
星
倶
楽
部
（
長
野
）

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
は
、「
大
き
く
な
あ

れ

ふ
れ
あ
い
の

わ
」
を
テ
ー
マ
に
、
ふ

れ
あ
い
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

９
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

（
販
売
は
午
前
10
時
〜
）

場
所

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児
（
中
恵
土
・
可

児
警
察
署
西
）

内
容

バ
ザ
ー
（
焼
き
そ
ば
・
五
平
も
ち
な

ど
）、喫
茶
コ
ー
ナ
ー
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
授
産
施
設
の
製
品

販
売
、
抽
選
会
な
ど

熱戦が繰り広げられた昨年の大会の様子

来場者でにぎわう会場の様子

問
合
先

ふ
れ
あ
い
の
里
可
児☎61

３
７
１
１

問
合
先

健
康
増
進
課

問
合
先

福
祉
課

13 広報かに  2010.9.1



【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地 ☎621111
ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

㈳
発
明
協
会
岐
阜
県
支
部
可
児
支
会

第
28
回
可
児
・
御
嵩

発
明
・
創
意
く
ふ
う
展
を
開
催

可
児
市
、
御
嵩
町
内
の
小
中
学
生
や
一
般

の
人
、
ま
た
企
業
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア
イ
デ

ア
作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

期
日

９
月
11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
12
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
今
渡
）

可
児
市
民
第
九
合
唱
団

第
３
回
定
期
演
奏
会
を
開
催

可
児
市
民
第
九
合
唱
団
は
、
創
立
10
周
年

を
記
念
し
て
オ
ペ
ラ
「
カ
ル
メ
ン
」
を
上
演

し
ま
す
。

期
日

９
月
12
日
（
日
）

時
間

午
後
４
時
〜
６
時
30
分
（
午
後
３
時

30
分
開
場
）

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

出
演

○
指
揮
＝
倉く
ら
ち
た
つ
や

知
竜
也
さ
ん

○
ソ
リ

ス
ト
＝
神か
ん
だ
と
よ
ひ
さ

田
豊
壽
さ
ん
ほ
か
（
中
部
日
本

交
響
楽
団
）

定
員

８
７
０
人
（
先
着
順
）

入
場
料

２
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー

ラ
（
☎
60
３
０
５
０
）

愛
知
用
水
通
水
50
周
年
記
念
事
業

パ
ネ
ル
展
示
を
開
催

愛
知
用
水
が
通
水
開
始
し
て
平
成
23
年
９

月
で
50
周
年
と
な
る
こ
と
を
記
念
し
、「
先

人
た
ち
の
偉
業
を
継
承
・
水
源
地
へ
の
感
謝

と
共
生
・
愛
知
用
水
の
恩
恵
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間

９
月
13
日
（
月
）
〜
27
日
（
月
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

場
所

市
役
所

可
児
市
茶
道
連
盟

秋
の
市
民
茶
会
を
開
催

期
日

10
月
３
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
（
瀬
田
）

参
加
費

３
５
０
０
円
（
薄
茶
２
席
、
点
心
、

入
園
料
込
み
）

申
込
締
切

９
月
23
日
（
木
・
祝
）

市
の
臨
時
職
員

保
健
師
を
募
集

市
は
、
健
康
増
進
課
の
臨
時
職
員
（
保
健

師
）
を
募
集
し
ま
す
。

勤
務
先

保
健
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
向
か
い・

総
合
会
館
内
）

勤
務
期
間

10
月
１
日
（
金
）
〜
23
年
３
月

31
日
（
木
）

勤
務
時
間

平
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

募
集
人
数

１
人

対
象
者

保
健
師
資
格
と
普
通
運
転
免
許
を

持
つ
健
康
な
人

応
募
方
法

履
歴
書
を
資
格
の
写
し
と
と
も

に
健
康
増
進
課
に
提
出
す
る

応
募
締
切

９
月
17
日
（
金
）

市
民
公
園

Ａ
Ｅ
Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
へ
の

広
告
掲
載
者
募
集

市
は
、
市
民
公
園
で
急
な
心
肺
停
止
の
救

急
事
案
が
発
生
し
た
場
合
の
応
急
対
応
を
可

能
と
す
る
た
め
、
公
園
内
に
民
間
資
金
を
活

用
し
た
、
広
告
付
き
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

企
業
な
ど
の
社
会
貢
献
と
し
て
設
置
に
ご

協
力
を
お
願
い
ま
す
。

設
置
予
定
の
市
民
公
園

可
児
や
す
ら
ぎ
の

森
（
東
帷
子
）、
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
・
緑

の
丘
（
羽
崎
）、蘭
丸
ふ
る
里
の
森
（
兼
山
）

広
告
掲
載
場
所

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
格
納
し
た
Ａ
Ｅ

Ｄ
ボ
ッ
ク
ス
の
盤
面
（
縦
80
㎝
、
横
50
㎝
、

奥
行
25
㎝
）
に
広
告
を
掲
載
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
合
先

水
道
課

問
合
先

健
康
増
進
課

問
合
先

維
持
管
理
課

問
合
先

㈳
発
明
協
会
岐
阜
県
支
部
可
児

支
会
（
商
工
観
光
課
内
）

問
合
先

同
団
の
堀
山
さ
ん☎

63
４
６
８
０

申
込
・
問
合
先

同
連
盟
の
鷲
見
さ
ん

☎
㉕
８
４
０
６

昨年の展示の様子

ＡＥＤ設置のイメージ

広
告
掲
載
欄

広
告
掲
載
欄
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㈳
可
児
青
年
会
議
所

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
募
集

㈳
可
児
青
年
会
議
所
は
、「
可
児
バ
ラ
ま

つ
り
２
０
１
０
」
で
開
催
す
る
「
可
児
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
募

集
し
ま
す
。

期
日

10
月
31
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
（
瀬
田
）

応
募
内
容

○
キ
ッ
ズ
モ
デ
ル
（
小
学
生
男

女
）
＝
10
人
程
度

○
一
般
モ
デ
ル
（
中

学
生
以
上
女
性
）
＝
10
人
程
度

申
込
方
法

同
会
議
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
申
し
込
む

※
詳
し
い
応
募
要
項
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
で
き
ま
す
。

参
加
費

無
料

申
込
締
切

９
月
24
日
（
金
）

か
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
会

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

家
庭
内
で
眠
っ
て
い
る
品
物
を
活
用
す
る

エ
コ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

９
月
19
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

市は、市が作成する封筒の裏面に掲載する広告を募集します。
封筒の規格・広告掲載料など

申込方法 掲載申込書（市ホームページでダウンロード可能）に
広告案を添付して、総務課へ持参、または郵送する
※広告掲載には、一定の要件、基準があります。
※応募多数の場合は、抽選で決定します。
※広告掲載料は前払いで、市が指定する日までに納付してくださ
い。市の責による場合を除き、広告掲載料は返還しません。

申込締切 ９月24日（金）必着

広告掲載のイメージ

【長形３号封筒】

【角形２号封筒】※広告の掲載位置（下図①

または②）は、抽選で決定します。

市封筒の裏面広告を募集市封筒の裏面広告を募集

封 筒 の 名 称 市内配布用封筒
用 途 連絡所を経由して文書を配布する際に使用
封 筒 の 種 類 長形３号封筒 角形２号封筒
掲 載 面 封筒裏面
色 数 黒１色
枠 数 １枠 ２枠
広 告 １ 枠

の 大 き さ

縦80mm

横170mm以内

縦110mm

横170mm以内
作 成 枚 数 30,000枚 10,000枚
広 告 １ 枠

の 掲 載 料
55,000円 25,000円

使 用 期 間
作成した封筒の配布が終了するまで（22年

11月から約６カ月の見込みです）

そ の 他

（1） 広告枠外に次の文章を掲載します。

「これは広告です。可児市では、財源確保

の一環として、広告を掲載しています。」

（2） 作成枚数以外に広告入り封筒の印刷の

都合などにより、広告の入っていない封筒

を別に作成して併用することがあります。

（3） 書き損じなどにより、作成枚数と配布

枚数が一致しないことがあります。

メール配信サービスの
登録はこちらから

申
込
・
問
合
先

同
会
議
所

☎
62
９
０

１
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.

kanijc.jpn.org

問
合
先
同
会
の
山
口
さ
ん
☎
62
１
１
９
３

問合先 総務課

広告枠

広告枠①

広告枠②

裏
面

裏 面

170mm

170mm

80mm

110mm
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バ
ラ
の
芽
接
ぎ
教
室

受
講
者
を
募
集

バ
ラ
を
増
や
す
一
般
的
な
方
法
で
あ
る

「
つ
ぎ
木
」
の
技
術
を
専
門
講
師
か
ら
学
び

ま
す
。

期
日

９
月
29
日
（
水
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所

広
見
東
公
民
館

講
師

小こ
ま
つ
こ
う
い
ち
ろ
う

松
孝
一
郎
さ
ん
（
㈲
コ
マ
ツ
ガ
ー

デ
ン
オ
ー
ナ
ー
）

内
容

バ
ラ
を
増
や
す
実
習

定
員

24
人
（
抽
選
）

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
材
料
費
が
必
要
）

申
込
方
法

官
製
は
が
き
に
講
座
名
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
へ
郵
送
す
る

申
込
締
切

９
月
17
日
（
金
）
必
着

生
ご
み
エ
コ
サ
ー
ク
ル

段
ボ
ー
ル
箱
で

生
ご
み
処
理
器
を
作
ろ
う

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
生
ご
み
処
理
器
の

作
り
方
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

９
月
27
日
（
月
）

時
間

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

広
見
東
公
民
館

定
員

25
人
（
先
着
順
）

参
加
費

３
５
０
円
（
材
料
代
）

申
込
開
始

９
月
13
日
（
月
）

出
産
後
の
運
動
に

ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
の
参
加
者
募
集

産
後
２
〜
６
カ
月
の
母
親
を
対
象
に
、
産

後
の
体
操
な
ど
を
行
う
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
日

10
月
20
日
（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時

場
所

中
恵
土
公
民
館

定
員

30
人
（
先
着
順
）

申
込
開
始

９
月
14
日
（
火
）

※
託
児
あ
り
（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
）。

こ
ん
ぺ
い
と
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

市
内
を
中
心
に
子
ど
も
の
社
会
参
加
を
支
援

す
る
団
体
「
こ
ん
ぺ
い
と
う
」
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

期
日

11
月
７
日
（
日
）

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場
所

関
市
立
中
池
自
然
の
家
（
関
市
塔
ノ

洞
）

※
現
地
集
合
・
解
散
で
す
。

内
容

特
別
支
援
学
級
・
特
別
支
援
学
校
に

通
う
子
ど
も
た
ち
が
行
う
カ
レ
ー
作
り
や

遊
び
を
、
１
対
１
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

募
集
人
数

15
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
電

子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
の
ど
ち
ら
か
で
申
し
込
む

申
込
締
切

９
月
30
日
（
木
）

木
曽
義
仲
を
大
河
ド
ラ
マ
に
誘
致
す
る
会

大
名
行
列
の
参
加
者
募
集

江
戸
時
代
に
行
わ
れ
て
い
た
参
勤
交
代
の

衣
装
を
身
に
付
け
、
大
名
行
列
を
１
泊
２
日

で
行
い
ま
す
。

期
間

９
月
18
日
（
土
）
〜
19
日
（
日
）

出
発
時
刻

午
前
10
時

集
合
場
所

可
児
郷
土
歴
史
館
（
久
々
利
）

区
間

可
児
郷
土
歴
史
館
〜
中
山
道「
大
井
宿
」

定
員

46
人
（
先
着
順
）

参
加
費

１
万
８
０
０
０
円
（
宿
泊
費
、
食

事
・
衣
装
代
含
む
）

メタボ予防教室に参加しよう
9月は健康増進普及月間です。
標語は「１に運動 ２に食事 しっかり禁煙 最後に

クスリ～健康寿命を伸ばしましょう～」です。
まず、脂肪を燃やす運動を体験し、普段の生活に生か

してみませんか。
期日 ９月21日（火）
時間 午後１時30分～３時

（受け付けは午後１時15分～30分）
場所 中恵土公民館
内容 脂肪を燃やして、貯

ちょきん

筋もしよう！～リズム体操と、
家でもできる簡単筋力トレーニング中心～

対象者 一般
参加費 無料
持ち物 飲み物、タオル（手ぬぐいくらいの大きさ）、
運動ができる服装と外履用の運動靴

申込方法 電話で申し込む
申込期間 ９月８日（水）～９月14日（火）

申込・問合先 健康増進課

問
合
先

商
工
観
光
課

申
込
・
問
合
先

環
境
課

申
込
・
問
合
先

健
康
増
進
課

申
込
・
問
合
先

こ
ん
ぺ
い
と
う
の
山
田

さ
ん

63
０
２
０
７

電
子
メ
ー
ル

gogocappuccino@
infoseek.jp

申
込
・
問
合
先

同
会
の
亀
谷
さ
ん

☎
０
９
０
（
８
７
３
７
）
９
７
７
５
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旬旬

百
歳
到
達
者
の
表
敬
訪
問

期
日

９
月
６
日
（
月
）

い
き
い
き
長
寿
の
つ
ど
い

75
歳
を
迎
え
る
皆
さ
ん
に
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
も
ら
う
「
い
き
い
き
長
寿

の
つ
ど
い
〜
宝
寿
の
賀
」
を
開
催
し
ま
す
。

期
日

９
月
30
日
（
木
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
50
分
（
受
け

付
け
は
午
後
零
時
30
分
〜
）

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

内
容

祝
賀
式
典
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
歌

謡
シ
ョ
ー
、
歌
謡
漫
談
）

対
象
者

昭
和
10
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
11

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

※
対
象
者
に
は
、
８
月
中
旬
に
招
待
状
を
郵

送
済
み
で
す
。

※
送
迎
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
人
は
、
必
ず

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

休
日
の
歯
科
診
療

９
月
の
歯
科
診
療
当
番

必
ず
電
話
し
て
か
ら
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

診
療
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

膠
原
病
、
福
祉
相
談

参
加
費

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
腎
臓
病
学
習
会
も
行
い
ま
す
。

敬
老
事
業

ご
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
す

市
は
、
平
成
22
年
度
の
敬
老
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

不
要
で
す
。

岐
阜
県
難
病
団
体
連
絡
協
議
会

難
病
医
療
福
祉
相
談
会
を
開
催

期
日

９
月
26
日
（
日
）

時
間

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
午

後
零
時
30
分
〜
３
時
）

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

個
別
相
談

神
経
内
科
疾
患
、
整
形
外
科
、

市
選
挙
管
理
委
員
会

市
長
選
挙
立
候
補
関
係
者

説
明
会
を
開
催

期
日

９
月
28
日
（
火
）

時
間

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

市
役
所

内
容

立
候
補
手
続
き
な
ど

※
説
明
会
の
参
加
に
、
事
前
の
申
し
込
み
は

病気を治すには、症状が軽いうちに医師に相談することが大切で
す。医療の最初の窓口は、お近くの診療所や医院。検査や入院が必
要になったら病院へと、症状に合わせて医療機関を利用することで、
適切な医療が受けられます。

「かかりつけ医」ってどんな人？
かかりつけ医とは、日ごろから健康管理などについて相談できる
身近な医師のことです。診察以外にも、健康診断や病気の予防など
の相談ができます。
どんなときにかかるの？
風邪をひいたり、けがをしたとき、また健診で小さな異常を指摘
されたときなどは、まずかかりつけ医に相談しましょう。「いつも」
を知っている先生には、夜間や休日に慌てないための対応をアドバ
イスしてもらえますから、安心ですね。
専門分野の治療や検査が必要な場合は、かかりつけ医から適切な
病院を紹介してもらえます。
「かかりつけ医」と病院との医療連携
かかりつけ医に受診した結果、専門的な診察や入院が必要となっ
た場合に、かかりつけ医の紹介状を持っていくと、すでに行った検
査や診察の情報が病院に伝わり、診察がスムーズに進みます。皆さ
んの身近にいるかかりつけ医と、高度な医療設備や専門性を持った
病院を上手に利用しましょう。

かかりつけ医かかりつけ医つけ医かかりつけ医 病院病院病院

紹介

報告

日ごろの診療

受診
健康相談

検査・入院
（紹介状を持参）

問
合
先

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
総
務
課
内
）

問
合
先

同
協
議
会

☎
０
５
８
（
２
５
２
）
３
５
６
７

問
合
先

い
き
い
き
長
寿
課

問
合
先

健
康
増
進
課

問合先 健康増進課

「かかりつけ医」を持ちましょう「かかりつけ医」を持ちましょう

９月当番医療機関

期 日
当番医療機関
（所在地）
電話番号

20日
（月・祝）

やすだ歯科
（土田）
☎㉘2151

23日
（木・祝）

太田歯科医院
（兼山）
☎592777
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【市役所】〒509-0292  広見一丁目 1番地 ☎621111
ホームページ http://www.city.kani.lg.jp/

瀬
田
幼
稚
園
の
園
庭
開
放

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば
に
参
加
し
よ
う

期
日

９
月
22
日
（
水
）

時
間

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

瀬
田
幼
稚
園

内
容

親
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
う
た
の
紹
介

や
園
庭
あ
そ
び

※
雨
天
で
も
行
い
ま
す
。

※
必
要
に
応
じ
て
着
替
え
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

可
児
市
の
下
水
道

み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う

９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」、
10
月
１

日
は
「
浄
化
槽
の
日
」
で
す
。

下
水
道
へ
の
接
続
や
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
行
い
、
生
活
排
水
を
浄
化
し
て
川

を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
は
、

「
下
水
道
接
続
費
用
の
融
資
あ
っ
せ
ん
、
利

子
補
給
制
度
」（
上
下
水
道
業
務
課
）、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
設
置
は
「
合
併
処
理
浄
化
槽

設
置
補
助
金
制
度
」（
下

水
道
課
）
が
あ
り
ま
す
。

設
置
後
の
維
持
管
理
を

市
で
行
う
制
度
も
あ
り

ま
す
の
で
、
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

平成 23 年度から

公立小中学校の始業日と終業日を変更
市教育委員会は、新しい学習指導要領の実施に伴い、年間で30時間程度の授業時間を確保することが望

ましいと判断したため、始業日と終業日を変更します。

○１学期始業日（学年始業）を１日遅くしたのは、新年度の学級開きの準備を十分行うためです。
○始業日・終業日ともに授業を実施します。
○始業日や終業日が土・日曜日や祝日に当たるときは変更します。
実施期日 平成23年４月１日から
対象 可児市内の公立小中学校

区 分 変更前 変更後 変更の結果 休業日の増減

１学期

始業日 ４月６日 ４月７日 １日遅くなる

終業日 ７月20日 ７月20日 変更なし

２学期

始業日 ９月１日 ８月29日 ３日早くなる

終業日 12月26日 12月26日 変更なし

３学期

始業日 １月８日 １月７日 １日早くなる

終業日 ３月26日 ３月26日 変更なし

問
合
先

同
幼
稚
園

☎
62
１
３
０
２

問
合
先

下
水
道
課
、
上
下
水
道
業
務
課

問合先 学校教育課

  

  

夏休みが３日
短くなる

冬休みが１日
短くなる

春
休
み
が
１
日
長
く
な
る
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旬旬
自
殺
予
防
週
間

無
料
相
談
会
を
開
催

毎
年
９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
で

す
。
ま
た
、
同
日
か
ら
９
月
16
日
ま
で
は
自

殺
予
防
週
間
で
す
。
自
殺
行
動
に
は
素
因（
絶

望
感
に
陥
り
や
す
い
な
ど
）と
ス
ト
レ
ス（
う

つ
病
、
生
活
苦
な
ど
）
が
大
き
く
関
係
し
て

い
ま
す
。

自
分
自
身
や
身
近
な
人
の
心
の
危
機
に
気

付
き
、
早
期
に
医
療
機
関
や
各
種
相
談
窓
口

で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

市
は
、
う
つ
病
の
人
を
対
象
と
し
た
相
談

会
と
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
う
つ
病
に
関
す
る
こ
と
、
経
済
的
な
ト
ラ

ブ
ル
で
お
悩
み
の
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日

９
月
10
日
（
金
）

場
所

市
役
所

う
つ
病
に
関
す
る
相
談
会

時
間

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

定
員

３
人
（
先
着
順
）

相
談
員

精
神
保
健
福
祉
士

申
込
方
法

事
前
予
約
を
福
祉
課
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
申
し
込
む

消
費
生
活
相
談

時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

相
談
員

消
費
生
活
専
門
相
談
員

申
込
方
法

当
日
会
場
で
申
し
込
む

東
海
農
政
局

知
っ
て
お
き
た
い
食
品
表
示

食
品
表
示
は
、
消
費
者
が
食
品
を
購
入
す

る
と
き
、
食
品
の
内
容
を
正
し
く
理
解
す
る

た
め
の
重
要
な
情
報
源
で
す
。
食
品
表
示
に

つ
い
て
疑
問
が
あ
れ
ば
気
軽
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
食
品
表
示
に
関
す
る
出
張
講
座
も

行
っ
て
い
ま
す
。
少
人
数
で
も
出
張
し
ま
す
。

申
込
方
法

代
表
者
の
氏
名
、
電
話
番
号
、

フ
ァ
ク
ス
番
号
、
希
望
す
る
テ
ー
マ
、
日

時
、
場
所
、
人
数
を
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
の

ど
ち
ら
か
で
申
し
込
む

合
同
無
料
相
談
会

気
軽
に
相
談
を

10
月
１
日
の
「
法
の
日
」
と
、
10
月
１
日

か
ら
10
月
７
日
ま
で
の
「
公
証
週
間
」
に
ち

な
ん
で
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

期
日

９
月
26
日
（
日
）

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
・
ア
ー
ラ

内
容

○
遺
言
・
任
意
後
見
な
ど
公
証
手
続

○
不
動
産
、
商
業
・
法
人
登
記

○
土
地

境
界
測
量

○
官
公
庁
用
書
類
作
成

○
外
国
人
相
談

ゆ
ず
り
ま
す

●
革
製
ソ
フ
ァ
ー
（
１
人
掛
け
４
点
、
平
成

５
年
購
入
、
表
面
に
多
少
ひ
び
割
れ
あ
り
）

を
取
り
に
来
ら
れ
る
人
に
無
料
で
ゆ
ず
り

ま
す
。（
早
坂
さ
ん
☎
65
０
９
９
１
）

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
資
源
を
大
切
に
す
る

運
動
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

9月の税金等

※口座振替をご利用の場合は残高不足にご注意ください。

お忘れなく
！

納期限（口座振替日）  9月30日

4期●国民健康保険税

●後期高齢者医療保険料
●下水道受益者負担金

●介護保険料 4期
9月期
2期

問
合
先

福
祉
課

問
合
先

商
工
観
光
課

申
込
・
問
合
先

同
局
岐
阜
農
政
事
務
所

☎
０
５
７
３
68
３
８
３
８

０
５
７
３
68
３
８
３
６

問
合
先

岐
阜
県
行
政
書
士
会
可
茂
支
部

☎
75
２
７
７
７

問合先 同水族館
☎ 0586898200

岐阜県世界淡水魚園水族館アクア・トト ぎ
ふ（各務原市川島町）では、敬老の日を含む
３日間、65歳以上の人の入館料を無料で（通
常料金1, 260円）招待します。
この機会にぜひ、世界最大級の淡水魚水族
館へおじいちゃん・おばあちゃんを誘ってお
越しください。
期間 ９月18日（土）～20日（月・祝）
開館時間 午前９時30分～午後６時
（最終入館は午後５時）
※年齢を証明するものを持参してください。

アユ

ピラルクー

65歳以上の人が入館無料
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場 所 保健センター（献血を除く）
申込・問合先 健康増進課

※ここで紹介している各種相談は無料です。気軽にご相談ください。

このページの内容は、期日または申込日が９月11日～25日のもの

※体調が悪い場合は、次の機会をご利用ください

健診・相談・教室名 期 日 受付時間 対象者 備 考

親
子
の
健
康

三 種 混 合 9月15日（水）午後１時45分～２時30分

生後３カ月以上
90カ月未満の
乳幼児

※１期初回は20～56日の間隔で接種
※１期追加は初回（３回目）終了後１
年～１年半の間隔で接種

Ｂ Ｃ Ｇ 9月21日（火）午後１時30分～45分 22年6月1日～
15日生まれ 対象者には個別に通知

ポ リ オ 9月16日（木）午後１時45分～２時30分

生後３カ月以上
90カ月未満の
乳幼児

※2回目投与は1回目との間隔を41
日以上空ける

乳児健康診査
・離乳食相談 9月24日（金）午後１時～１時15分 22年5月１日～

15日生まれ
離乳食相談では、離乳食の進め方や調
理方法に関する話もあり

こ ど も
歯みがき相談 9月13日（月）午後1時20分～2時 20年5月生まれ

母子手帳、エプロン、タオル、歯ブラシ、
手鏡、コップを持参
※前日までに申し込む

こ ど も 相 談 9月21日（火）午前9時～10時30分 乳幼児を持つ人 育児に関する相談

１ 歳 ６ カ
月 児 健 診 9月17日（金）午後1時～1時45分 21年2月16日～

28日生まれ 健康診査前に健診票を送付

3 歳 児 健 診 9月14日（火）午後1時～1時45分 19年8月1日～
15日生まれ

健康診査前に視・聴覚に関するアンケー
ト、尿検査セットを送付

マ タ ニ テ ィ
教 室 ② 10月 7日（木）午前9時～9時10分

妊 婦

マタニティクッキング（エプロン、三
角きん、手ふきを持参）
※9月30日までに申し込む

マ タ ニ テ ィ
教 室 ③ 10月14日（木）午前9時～9時10分

歯の衛生、安産体操（母子手帳、手鏡、
歯ブラシ、コップを持参）
※9月14日から申込受付

母 子 健 康
手 帳 交 付

毎週木曜日
（祝日を除く） 午前9時15分～30分 －

大
人
の
健
康

献 血 9月20日（月）
●ヨシヅヤ可児店
午前10時～午後1時、
午後 2時～4時

一 般 日時などは都合により変更あり

相談名 期 日 時 間 場 所 備 考 問合先

法 律 相 談 9月 14日（火）
9月21日（火）

午後１時～２時
（受付） 福祉センター 相談員：弁護士 まちづくり

推進課

住宅（建築）相談 9月17日（金） 午後１時～４時 市役所１階相談室 耐震などの相談も可 建築指導課

消費生活相談
毎週月・水・木・
金曜日（祝日・
振休は除く）

午前９時30分～
午後２時30分

市役所１階第3相談
室 相談員：消費生活相談員 商工観光課

心配ごと相談 毎週火曜日 午後１時～４時 福祉センター 相談員：民生児童委員など
市社会福祉
協議会
☎621555

生涯 楽
がく

習相談 ①9月14日（火）
②9月19日（日）午後1時～4時

①桜ケ丘公民館
②文化創造センター

学びや活動について、年齢に関
係なく相談可 生涯学習課

ことば・発達相談 平 日 要相談 養護訓練センター 就学前の子どもの発達に関する
相談（要予約）

同センター
☎600255
600453

精神保健福祉相談 9月24日（金） 午後1時30分～4時30分 久々利公民館 心の病気（うつ病など）の相談
事前に電話で予約する

福祉課
発達障がい相談 9月15日（水） 午前９時～午後4時 市役所１階第5相談

室 事前に電話で予約する
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旬旬

新しく入った本
『総図解よくわかる日本の近現代史』

倉山満／編（新人物往来社）
『名字でたどる日本の名家』

森岡浩／著（日本実業出版社）
『個人年金を考えるならこの１冊』

三田村京／著（自由国民社）
『不朽の名画を読み解く』

宮下規久朗／編著（ナツメ社）
『自信は生きる力なり』

遠藤隆行／著（青志社）
『めぐりくる春』梁石日／著（金曜日）

【
一
般
書
】

『エコ＊文房具』平田美咲／作（汐文社）
『いっぽんくんのひとりごと』

角野栄子／文（クレヨンハウス）
『バケミちゃん』

おくはらゆめ／作（講談社）

【
児
童
書
】

●「花フェスタのバラたち」展 （本館）
●「課題図書の思い出」展 （帷子分館）
●「皐クラブ趣味の作品」展 （桜ケ丘分館）

○本館・帷子分館・桜ケ丘分館
毎週土曜日 午後2時～

【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の
紹介など

○本館 第2・4木曜日 午前11時～
○帷子分館 第2・4木曜日 午前10時30分～
○桜ケ丘児童センター
第1・3水曜日 午前11時30分～

【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌遊びなど

その他
楽しい人形劇
期日 9月25日（土）
時間 午後2時～2時30分
場所 図書館本館（広見）
出演 人形劇サークル「ふくべっこ」
内容 「ばけくらべ」
きつねとたぬきの化かし合いです。さあ、
２匹はいったい何に化けるのでしょうか。

【本館、帷子・桜ケ丘分館】
毎週月曜日、9月 24 日（金）

広報かには、ボランティアグループ「音訳ヴォイスの会」により音訳され
ています。音訳版の広報を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

編集後記 

可児っ子しんちゃん300回
記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

７月15日に可児市を襲った集中豪
雨。取材をする中で、甚大な被害を目の
当たりにしました。
さて、今号で、災害対策についてご紹

介しましたが、「自分がいかに日ごろの
備えをしていないか」を思い知らされま
した。
私は小学生のころ、防災訓練を受けた

日の夜に、「もし、寝ている間に地震が起
こったら」と、怖くなり、慌ててスニーカ
ーや、２階から降りるためのロープなど
をかばんに詰めて、枕もとに用意したこ
とがあります。単に臆病者だったという
こともありますが、大人になった今より
も、しっかりしていたように思えます。
いつ、どこで起こるか分からない災

害。家の中、屋外、車の運転中、川岸など、
いろいろな場面を想定して、対策を進め
ましょう。
また、防災訓練には積極的に参加した

いですね。 （芙）

図書館だより
かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム

休館日

展示のご案内 9／23（木）まで

本 館 ☎62-5120
 （火曜～金曜 午前10時～午後7時）
 （土曜・日曜・祝日

 午前10時～午後5時）
帷 子 分 館 ☎65-8530
桜ケ丘分館 ☎64-3473
 （分館は全日 午前9時～午後5時）

http://www.tosyokan.kani.gifu.jp/

9／4（土）～10（金）

●防災を考える

★タウン情報：健康フェア

市内各地で甚大な被害をもたらした7・15
集中豪雨災害。9月は防災月間です。市がで
きること、地域ができること、個人ができる
ことを考えましょう。

9／18（土）～24（金）

５年に一度行われる国勢調査は、国の最も
基本的な調査として大変重要なもの。今回
は、この調査の目的や記入方法などについて
紹介します。

9／11(土) ～17(金)

行事や講座の参加者募集など、生涯学習に
関するさまざまな情報をお伝えします。ス
ポーツの秋、文化の秋。秋は学びにもってこ
いです。

★シリーズ：図書館だより ★リポートかに：電話で予約バス

9／25（土）～10／1（金）

９月24日～10月１日は環境衛生週間で
す。これを機に、エコドームの利用を中心と
したリサイクルやごみの分別方法を、今一度
見直してみましょう。

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※9/11（土）の20:30は都合により放送されません。ご了承ください。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

★タウン情報：ぬくもり講演会

●みんなのための国勢調査

●リサイクル・ごみ百科事典●うるおいライフ

毎日 7:30・12:00・19:00・20:30・22:00（土・日は14:00にも放送）
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大きく構え、華麗なばちさばきで、和太鼓を打ち鳴らす小栗
さん。メリハリの効いた勇壮なリズムがホールにこだまします。
小栗さんが代表を務める和太鼓グループ「双龍太鼓」は、
今渡公民館が企画した講座の修了生らにより、10年前に結成
されました。この太鼓は、その際講師であった、関刀鼓（か
んとうこ）さんの「刀鼓流和太鼓」に学んだものです。
市無形民俗文化財の宮太鼓では、30年の経験を持ちます
が、和太鼓の奥深さにも感銘を受け、太鼓道をまい進してき
ました。「自分の気持ちが音として表われるのが理想」と言い
ます。
「太鼓は人間形成の場」。この言葉をグループのモットーに
して、子どもたちの指導には、特に気を配ります。「太鼓の技
術を習得するとともに、人としての基本を身に付けてほしい｣
とやさしい表情で語ります。
現在、刀鼓流和太鼓の準師範である小栗さん。「大太鼓は、

私にとってまだまだ未知のもの。これからもその真髄を追求
し続けていきたい」と意欲を燃やします。

表紙の人
小
おぐり

栗　純
じゅんいち

一さん
（今渡公民館にて）

秋空の光線秋空の光線

2010年9月1日号

「広報かに」９月１日号、１部当たりの
印刷費は 16.17 円（税込み）です。

広報かには再生紙を使用しています。
植物油インキで印刷されています。

676

市の人口　101,654人（男／50,389人　女／51,265人）　世帯数　38,533世帯（８月１日現在）
（前月より17人減・17世帯増、昨年同月より651人減・172世帯増）

台風一過の秋空に輝く虹。
嵐の後だから、七色のアーチがより一層鮮やかに映ります。
見付けた瞬間に、何かいいことがありそうな予感がしませんか。

（市役所から北側を望む）
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